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十

全
全
こ
年

一
月
十
四
日
、

肥
前
平
戸

，
生
月
島
の
益
富
家

一
統
か
ら

初
漁
と
考
え
ら
れ
る
鯨
身
の
大
量
が
昭
陽

に
届
い
た
。

お
そ
ら
く
益
富
捕
鯨
業
の
上

り
船
便
に
積
合
わ
せ
都
合
も
良
か

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

益
富
家
当
主
の
又
左
衛
門
を
筆
頭
に
、

分
家
の
茂
作
、

二
之
助
、

各
人
か
ら
鯨
肉

一
巻

（十
斤
包
＝
六
キ

ロ
）
に
皮
肉
十
尋

（左
右
の
手
を
延
ば
し
た
長
さ
を

一
尋
と

い
う
）
を
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
る
。

ま
た
又

左
の
長
男
で
亀
井
在
塾
の
駿
太
郎
は
肉

一

巻
に
皮
肉
を
百
尋
、

又
左
の
長
女
婿
ま
で

上
々
肉
身
二
巻
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
陽
は
豪
勢
な
鯨
身
の
到
来
に
、

新
春

縁
起
の
良
さ
に
顔
を
は
こ
ろ
ば
し
た
で
あ

うり
う
。

大
変
な
の
は
昭
陽
妻
の
伊
智
夫
人
で
あ

る
。

大
量
の
鯨
身
は
適
当
な
厚
さ
に
切
る
。

幸
い
寒
冬
も
あ
り
、

薄
塩
を
加
減
し
て
使

う
。

年
末
に
も
益
富
家
歳
暮
で
届
い
た
塩

鯨
の
保
存
も
相
当
に
あ
る
。

亀
井
家
は
当

分
鯨
肉
豊
富
で
あ
る
。

亀
井
書
生
た
ち
は

「亀
井
塾
の
鯨
」
を

前
評
判
に
聞
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
亀
井

塾
の
定
評
に
さ
れ
て
い
た
。

当
時
は
牛
肉

以
前
で
、

肉
食
は
鯨
だ
け
で
栄
養
さ
も
食

品
第

一
等
に
さ
れ
て
い
た
。

新
鮮
な
鯨
は
、

い
ま
の
ス
キ
ヤ
キ
ま
た
は
焼
肉

ス
テ
ー
キ

に
も
さ
れ
、

昔
も
変
わ
ら
ぬ
最
上
の
ご
馳

走
で
あ
る
。

伊
智
母
は
、

す
ぐ
に
今
宿
の
少
乗
、

姪

浜
の
敬

（五
島
屋
）
に
配

っ
た
。

昭
陽
は

雷
首
を
呼
び
、

刺
身
鯨
で

一
献
。
こ
れ
も

当
然
に
さ
れ
よ
う
。

帰
省
書
生
は
十
五
日
に
帰
塾
で
あ
る
た

め
、

全
員
揃

っ
た
日
に
鯨
食
膳
と
、
こ
れ

も
伊
智
夫
人
の
予
定
と
な

っ
た
。

二
十
日
、

昭
陽
は
正
月
試
筆
を
添
え
て

今
回
の
生
月
五
人
衆
に
謝
状
を
出
す
。

廿
四
日
、

秋
月
の

「
原
古
処
」
甘
二
日

逝
去
を
聞
き
、

鉄
次
郎
と
少
進
に
葬
儀
奔

走
を
命
じ
る
。

二
月
二
日
、

生
月
又
右
衛
門

（又
左
衛

門
弟
）
か
ら
鯨

一
巻
と
黒
皮
こ
れ
に
長
崎

蘭
館
の
氷
砂
糖

一
箱
が
、

妻
の
伊
智
に
到

写
真
――
杉
山
　
謙
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来
。

又
右
衛
門
は
以
前
に
約

一
年
亀
井
塾

に
在
籍
し
て
い
た
。

昭
陽
は
、

以
前
の
在
塾
生
か
ら
妻

へ
の

気
づ
か
い
を
見
る
と
格
別
に
わ
が
こ
と
以

上
に
嬉
し
さ
と
感
銘
を
得
た
。

ま
た
昭
陽
は
今
年
こ
そ
は
正
月
帰
省
の

書
生
が
揃

っ
て
、

亀
井
塾
に
平
常
が
戻

っ

た
頃
、

妻
に
太
宰
府
観
梅
と
二
日
市
温
泉

の
宿
泊
入
湯
を
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、

博
多
の
松
永
子
登
か
ら
も
、

そ
の
実

行
を
勧
説
さ
れ
て
お
り
、

で
き
れ
ば
別
府

入
湯
も
よ
く
、

子
登
自
ら
別
府
宿
の
斡
旋

を
す
る
と
ま
で
云
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
昭

陽
の
妻
の
別
府
入
湯

一
ケ
月
の
こ
と
は
本

誌
前
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に

再
述
し
な
い
。

昭
陽
の
妻
に
対
す
る
気
遣
い
は
、
ほ
か

に
も
多
々
あ
る
。

亀
井
塾
書
生
は
遠
地
か

ら
の
滞
在
留
学
が
多
い
。
こ
れ
は
福
岡
藩

学
問
所
が
そ
の
入
学
を
自
藩
士
に
限
定
、

そ
の
授
業
内
容
は
百
年
変
わ
ら
ず
し
か
も

道
学

（朱
子
学
）
に
固
定
し
た
世
襲
の
学

者
に
よ
る
。
こ
の
た
め
久
留
米
、

小
倉
、

長
州
藩
な
ど
隣
藩
か
ら
亀
井
塾
を
志
向
し
、

ま
た
福
岡
藩
内
の
医
師
、

町
役
人
、

農
村

の
庄
屋
師
弟
な
ど
は
、

亀
井
学
が
役
傑
学

を
ふ
ま
え
、

人
の
情
操
に
満
ち
た
詩
文
、

加
え
て
実
学
性
を
と
も
な
う
教
学
の
内
容

を
認
識
し
て
の
就
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
陽
は
、

藩
の
西
学
問
所
廃
絶
と
儒
官

の
職
を
免
じ
ら
れ
、　

一
般
■
と
し
て
下
級

の
番
役
を
命
じ
ら
れ
る
中
で
福
岡
藩
領
の

峰
火
番
士
と
さ
れ
、

各
地
の
蜂
火
台

に

赴
い
た
。
こ
れ
は
思
わ
ぬ
経
験
と
な
り
、

ま
た
旧
門
人
と
の
貴
重
な
再
会
に
恵
ま
れ

た
。
こ
れ
は
昭
陽
来
る
が

一
般
に
伝
聞
さ

れ
る
と
、

そ
の
機
会
を
得
難
い
と
し
て
地

域
の
亀
井
塾
修
了
者
に
見
舞
と
歓
迎
を
受

け
る
情
景
と
な

っ
た
。

彼
等
の
多
く
は
郷

里
と
生
家
を
離
れ
亀
井
塾
の
近
辺
に
滞
在
、

或
い
は
塾
寄
宿
生
と
な

っ
た
者
た
ち
で
あ

る
。

期
せ
ず
し
て
旧
子
弟
が
当
時
を
語
る

に
、

昭
陽
妻

に
自
分
た
ち

の
母
同
様

の

心
情

に
接
し

た
感
謝
を
云

わ
な
い
も

の

は
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら
は
昭
陽
に
も
強
い
感
激
を
と
も
な

い
、

蜂
火
台

へ
の
険
わ
し
い
登
板
の
苦
労

も
癒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
陽
の
愛
妻
ぶ
り
は
学
者
間
は
も
と
よ

り
世
間
に
も
よ
く
知
ら
れ
、

生
涯
に
妻
以

外
の
女
性
を
知
ら
ず
、

た
だ
終
生
酒
を
た

し
な
み
妻
と
学
問
に
徹
し
切

っ
た
人
物
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

昭
陽
の
酒
は
外
で
泥
酔
す
る
な

ど
が
な
か

っ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

な
お
、

酒
は
必
ず
家
で
あ
る
。

者
述
で

疲
れ
た
後
の
潤
が
夜
半
に
及
ん
で
、

そ
の

ま
ま
寝
込
む
こ
と
も
再
ｉ
。
ま
た
良
い
相

手
が
あ
る
と
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
、

そ
の

ま
ま
暁
方
に
な
る
一
ｒ
キも
多
い
が
、

酒
で

騒
ぐ
な
ど
は
な
い
）

招
待
さ
れ
た
時
も
自

分
で
歩
い
て
帰
る
を
限
度
に
し
て
い
た
。

こ
の
点
は
父
の
「
要
と
大
い
に
相
違
す
る
。

昭
陽
は
控
え
――
に

‐上
れ
の
武
士
身
分
、

そ
の
体

ｌｒｌＦ
を
■

っ
た
　
こ
れ
も
父
と
違
い

南
冥
の
場
合
は
武
―…
を
張

っ
た
。

例
え
ば

秋
月
従
来
な
ど
蛤
持
ち
の
仲
間
を
従
え
、

書
物
な
ど
も
「
分
て
持
た
な
い
。

必
ず
書

捨

右
五
字
の
註
＝
い
づ
く
ん
ぞ
太
古
の
心
を
知

つ
ん
や

百
地
新
地
と
よ
ば
れ
る
、

い
ま
の
今
川
橋

西
畔
に
亀
井
座
敷
と
勢
合
新
築
、

昭
陽
の

地
味
な
教
育
が

つ
つ
く
。
こ
の
間
、

実
に

甘
五
年
。

そ
の
前
半
十
年
は
、

南
冥
懲
罰

の
連
累
と
し
て
、

昭
陽
の
儒
祐
罷
免
と
平

士
変
替
え
が
作
用
す
る
。

た
め
に
下
級
士

と
し
て
城
門
番
、

城
内
の
巡
回
警
備
と
い

う
番
役
に
就
か
さ
れ
た
。

ま
た
領
内
６
カ

所
に
設
置
さ
れ
た
炸
火
番
と
し
て
十
日
間

の
山
詰
め
、

十
日
休
務
と
い
う
任
務
を
約

ニ
カ
年

つ
づ
け
た
。
こ
の
番
勤
往
復
と
山

中
籠
居
の
苦
労
も
大
き
く
、

た
め
に
当
番

士
約
七
十
名
の
半
数
が
病
気
休
務
或
い
は

退
役
と
い
う
実
情
を
上
し
、

皆
勤
は
わ
ず

か
に
昭
陽

一
人
と
い
う
結
果
が
児
ら
れ
た
。

こ
れ
に
は
藩
当
局
の
対
応
も
反
省
が
生
じ
、

昭
陽
の
真
面
Ｈ
さ
が
大
き
く
認
識
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
か
、

以
後
、

昭
陽
は

一
切
の

番
勤
か
ら
開
放
さ
れ
、

塾
教
育
に
専
念
で

き
た
。

こ
れ
で
亀
井
勢
の
経
常
に
整
然
と
充
実

が
進
展
し
、

架
化
も
二
十
名
か
ら
四
十
名

に
及
び
学
勢
の
評
判
は
高
く
な

っ
た
。

昭
陽
を
補
佐
す
る
勢
管
理
役
は
、

少
乗

婿
の
雷
首
で
あ
る
。

雷
首
も
郊
外
の
今
宿

に
好
音
亭
を
称
し
て
学
塾
を
持

つ
。

妻
少

茉
は
と
く
に
女
性
塾
を
併
せ
、
こ
れ
に
も

十
名
程
度
の
女
性
勢
生
が
あ
り
、

そ
の
半

分
は
別
棟
に
収
容
す
る
苓
宿
生
で
あ
っ
た
。

亀
井
塾
は
勢
生
の
内
容
が
、

当
初
か
ら

生
を
従
え
る
か
小
拓
を
使
う
な
ど
、

威
を

飾

っ
た
。
し
か
し
、

酒
が
充
分
に
は
い
る

と
容
儀
も
く
ず
れ
体

ｌｒｌｌ
を
は
ず
し
た
格
好

を
演
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
が

多
分
に
反
対
派
の
中
傷
に
利
用
さ
れ
て
自

ら
の
失
脚
を
招
い
た
。

南
冥
の
藩
処
罰
が
決
定
、

ま
た
西
学
問

所
の
焼
失
と
亀
井
学
の
受
難
が
相
次
い
だ

こ
と
で
、

亀
井
勢
の
塾
４
は
わ
ず
か
六
名

と
い
う
状
態
も
あ

っ
た
。

高
度
に
わ
た
る
亀
井
勢
火
災
を
経
て
、
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内
書
生

（寄
宿
生
の
こ
と
）
と
、

近
辺
の

民
家
、

寺
院
に
間
借
り
自
炊
す
る
外
塾
生

が
あ
る
。
自
宅
或
は
縁
類
家
か
ら
の
通
学

生
は
総
体
の
約
半
数
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

福
岡
藩
士
と
そ
の
隠
居
で

聴
講
生
と
さ
れ
る
数
名
へ
こ
の
人
た
ち
は
、

藩
校
修
猷
館
の
修
了
生
で
あ
る
が
、

祖
練

学
、
と
く
に
詩
文
の
勉
強
を
志
向
し
て
い

亥０
。昭

陽
は
、
こ
の
人
た
ち
を

一
般
塾
生
を

区
分
し
て
教
室
を
使
わ
ず
、

時
間
も
別
に

決
め
て
昭
陽
の
書
斎
で
教
え
た
。
こ
れ
ら

は
年
輩
の
聴
講
生
た
ち
に
良
い
認
識
を
得

て
、

亀
井
塾
と
昭
陽
に
評
判
を
高
め
た
。

こ
う
し
て
亀
井
家
に
対
す
る

一
部
か
ら
さ

れ
る
故
意
の
中
傷
も
な
く
な

っ
た
。

と
く
に
昭
陽
と
少
栞
に
よ
る

一
般
の
根

強
い
人
気
が
表
面
化
し
、

全
国
的
な
評
判

に
好
転
し
た
。
こ
の
た
め
昭
陽
の
書
に
対

す
る
待
望
は
、

お
も
て
立

っ
て
依
頼
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

い
ま
文
政
十

一
年
の
昭
陽

『空
石
日
己

か
ら
揮
宅

（書
）
依
頼
の
実
例
を
引
い
て

見
よ
う
。

昭
陽
は
、

元
旦
ま
ず
自
ら
と
後
嗣
の
鉄

次
郎
が
試
筆
を
終
え
る
。

そ
の
後
は
、

年

越
し
の
書
依
頼
を
工
夫
し
そ
の
仕
上
げ
に

努
め
た
。

二
日
は
、
ま
ず

一
番
に
昭
陽
が

所
属
す
る
城
代
組
頭
の
衣
非
氏
が
藩
主
に

乞
わ
れ
て
い
た
詩
書
四
百
字
の
清
書
に
か

か
る
。
こ
れ
に
は
寄
宿
書
生
の
手
伝
い
を

得
て
夜
お
そ
く
ま
で
か
か

っ
た
。

（書
生
手
伝
い
は
墨
を
す

っ
た
り
用
紙
を

揃
え
た
り
し
た
の
で
あ
る
）

（以
下
、

昭
陽
の
日
記
分
に
戻
る
）

三
日
、

副
田
太
次
平
来
た
り
、

鰹
節

森

つま
し）
十
丁

（一石
鎌
署
腹
表
を
す
）小
倉
飴

一

壷
を
受
け
る
。

太
次
平
は
豊
前
藤
木
村
の

大
庄
屋
。

若
年
時
に
二
年
塾
生
で
あ
っ
た
。

大
鉄
、

道
調

了
順
の
三
名

来
り
各
自
百

五
十
匁
を
上

産
と
す
る
。

大
池
安
兵
衛

門
、

柴
回
与

助
両
名
来
る
。

酒
五
升
、

糖

箱

一
を
持
参
。

延
太
郎
十
二

月
甘
二
日
の

書
輸
に
銀
方

三
枚

（
一
朱

銀
三
枚
を
い

う
）
同
封
、

寒
見
舞
と
す
る
。

四
日
、

書
生
に
詩
文
稿
宿
題
を
削
訂
し

て
返
す
。

今
宿
雷
首
か
ら
幸
便
に
托
し
牛

寿
と
酒
を
以
て
正
月
に
友
也
と
紅
児
を
鉄

次
郎
が
送

っ
た
謝
意
が
届
く
。

太
宰
府
延

寿
王
院
よ
り
神
幡

（
タ
テ
長
、

布
の
ぼ
り
）

に
書
字
を
頼
ま
る
。

安
兵
衛
と
二
河
屋
助

次
来
り
講
堂
に
於
い
て
曲
弦
入
り
寸
劇
を

す
る
。

家
人
、

夜
半
過
ぎ
ま
で
娯
し
む
。

五
日
、

安
兵
衛
来
り
お
宮
に
共
進
す
る

神
幡

一
対
の
揮
宅
を
頼
む
。

清
次
郎
妻
の

柚
子
持
参
に
鯨
肉
を
与
え
喜
ぶ
。

権
市
、

父
南
冥
の
書
を
持
参
、

父
の
無
落
款
に
押

印
し
て
返
す
。

六
日
、

早
朝
に
揮
宅
九
枚
を
果
す
。

書

生
の
文
稿
を
削
る

（削

ヽ
淡

たｏ
る
は
朱
線
を
引
い
て
訂

励
守っ
書
す
る
こ
と
）
。

桂
衛

酢
詫

（藩
人
）
帰
塾
乾
鮎
五

。日銘
十
尾
、
内
氏
（妻
の
こ

統
隷
と
）
に
寸
志
一封
を
上

盗
をっ
産
と
す
。
仲
掘
、
熊
之

翻
鯛

進
新
折
紙
各
二
束
。

ま

旋
蟻

た
仲
掘
金

一
両
を
健
吉

博
独

に
托
さ
れ
て
持
参
す
る
。

麟
部
　

七
日
、

書
生
文
稿
を

動
加

削
る
。

俊
民
帰
塾
、

方

搬
，こ乞

金
と
干
胞
、

干
烏
賊
、

青
窓

酒

一
樽

⌒一一大
）
を
持
参
。

明
十
郎
来
り
銀

曇
つ
詩

稿
削
を
乞
う
。

鉄
次
郎

『
伝
例
五
巻
』
を

輯
す
。

鉄
次
郎

『
伝
例
』
検
了
。

吉
甫

（広
瀬
旭
荘
）
正
月
十
日
の
書
輸
来
る
。

八
日
、

左
伝
讃
考
に
畦
紙
百
枚
を
打
ち
、

日
記
に
畦
紙
二
十
片
を
補
強
す
る
。

御
助
、

雲
丹
二
包
、

駿
太
郎

（生
月
益
富
家
の
息
、

塾
寄
宿
生
）
鯨
皮
身
の
子
物

一
段
‥
箱
入
）

到
来
。

俊
民
、

病
の
た
め
壱
州
に
帰
る
。

生
月
益
富
家
よ
り
鯨
皮
身
と
腸
の

「薄

火
焼
き
」
が
大
量
に
到
来
。

妻
は
栄
作

（下
男
）
を
今
宿

（友

・
少
乗
の
こ
と
）

と
姪
浜

（敬
の
五
島
屋
）
に
走
ら
せ
、

右

の
鯨
物
を
分
配
す
る
。
こ
の
鯨
食
品
は
生

身
肉
よ
り
も
好
ま
れ
、

保
存
に
耐
え
る
の

で
亀
井
家
で
も
珍
重
食
に
す
る
。

六
酒
の

つ
き
だ
し
）
に
最
高
で
あ
る
。

昭
陽
は
正
月
以
来
、

校
訂
や
添
削
に
追

わ
れ
夜
も
遅
く
ま
で
努
め
た
。

九
日
、

雀
の
鳴
声
で
起
き
る
、
自
著
の

『伝
例
』
次
序
に
追
わ
れ
、

少
乗
の
援
け

を
得
る
こ
と
に
な
る
。

伸
凧
に
請
わ
れ
、

十

一
日
に
左
伝
の
講
義
開
始
と
す
る
。

書

生
の
作
文
と
詩
作
も
多
く
な
り
、

そ
の
添

削
に
昭
陽
は
追
わ
れ
る
。

書
生
数
は
塾
以

来
の
最
高
三
十
九
名
。

昭
陽
は
四
十
名
を

超
え
る
と
助
講
師
を
求
め
る
こ
と
で
娘
婿

の
雷
首
に
相
談
す
る
が
、

雷
首
の
医
業
も

最
近
は
多
忙
で
あ
る
。

最
近
は
半
年
に

一

カ
月
、

生
月
往
診
。

そ
の
薬
品
製
剤
に
も

追
わ
れ
て
い
る
。

十
日
、

初
め
て
雷
首
が
、

昭
陽
の

「左

伝
」
講
を
担
当
、

論
語
は
泰
伯

（上
席
弟

子
）
の
補
講
を
得
る
。

藩
士
の
七
太
夫
が

来
遊
、

つ
い
に
書
字
帖
を
請
わ
れ
、

次
い

で
兄
の
左
太
夫
も
来
り
酒
に
な
る
。
こ
の

兄
弟
は
黒
田
氏
の

一
門
で
高
禄
を
得
な
が

寛猛の訓註=ゆ るやかで、かつ厳しいこと。

広瀬青村の書
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ら
閑
日
多
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
家
老
な
ど

の
役
職
に
就
か
ず
学
は
祖
練
を
好
ん
だ
。

こ
の
た
め
南
冥
以
来
の
交
際
で
あ
る
。

改

め
て
宴
席
を
別
室
に
つ
く
り
兄
弟
を
も
て

な
し
た
。
こ
れ
に
生
月
到
来
の
く
じ
ら
は

大
い
に
役
立
ち

「
腸
の
薄
火
焼
き
」
は
初

物
で
あ
る
と
、

お
お
い
に
喜
ぶ
。

内
氏
は

こ
れ
を
別
包
に
こ
し
ら
え
兄
弟
別
々
に
土

産
と
す
る
。

今
日
は
、
こ
の
接
客
で
、

昭
陽
の

「
左

伝
讃
考
」
の
原
稿
は
僅
か
に
五
枚
半
で
と

ま

っ
た
。
こ
う
し
た
客
で
、

昭
陽
の
酒
も

ほ
ど
良
く
、

夕
刻
に
入
浴
し
て
寝
む
。

十
二
日
、

昭
陽
は
所
属
の
城
代
組
寄
り

合
い
で
組
頭
衣
非
氏
屋
敷
に
詰
め
る
。

昭
陽
は
昨
年
末
に
什
長

（組
士
十
名
の

長
）
を
申
し
付
か

っ
て
い
る
。

衣
非
組
頭

の
信
頼
も
篤
く
昭
陽

へ
の
好
遇
が
う
か
が

え
る
。

城
代
組
士
の
役
務
派
遣
な
ど
昭
陽

は
全
免
で
あ
る
。

藩
主
か
ら
組
頭
依
頼
の

昭
陽
揮
亀
な
ど
も
早
く
組
中
に
知
ら
れ
て

お
り
組
士
た
ち
に
昭
陽
畏
敬
も
あ
る
。

組

士
の
多
く
は
東
学
修
猷
会
に
学
ん
で
い
る

が
、

亀
井
学
排
斥
に
理
解
と
同
情
を
持

っ

た
者
た
ち
も
多
い
。

十
三
日
、

書
債
五
枚
を
努
め
た
と
こ
ろ

に
、

又
々
達
立
寺
僧
が
酒
二
升
を
持
参
し
、

字
書
を
乞
わ
れ
る
。

午
後
は
親
戚
の
月
成
氏

（家
禄
二
千
０

の
家
士
五
人
、

下
士
四
人
が
来
り
、
こ
れ

に
酒
を
提
供
す
る
。

相
手
が
多
勢
の
た
め

昭
陽
も
酒
が
過
ぎ
、　

つ
い
に
諸
事
に
手
づ

か
ず

一
日
を
終
え
た
。

十
四
日
、

昭
陽
弟
大
壮

舎
ム来
の
こ
と
）

の
大
祥
日
。
こ
の
た
め
少
進
は
宰
府
の
光

蓮
寺
、

福
岡
の
浄
満
寺
に
昭
陽
代
理
と
し

て
弔
祭
に
赴
く
。

両
寺

に
各
南
金

一
方

公

朱
銀
の
こ
と
で
十
六
を
以
て

一
両
に

換
え
る
と
刻
さ
れ
た
銀
貨

の
こ
と
）
。

こ

れ
に
六
書
生
か
ら
酒

一
升
が
供
え
ら
れ
た
。

こ
れ
は
大
壮
に
い
さ
さ
か
の
知
縁
が
あ

っ

た
書
生
た
ち
と
思
わ
れ
る
。

友
が
紅
児
を
同
伴
し
て
来
る
。

十
五
日
、

弧
卿
使
某
来
る
。

（
氏
名
を

略
す
。

お
そ
ら
く
黒
国
家

一
門
の
者
で
昭

陽
が
記
名
を
遠
慮
し
た
と
思
わ
れ
る
）
用

件
は
、

昭
陽
書
字
帖
を
求
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

夜
、

塾
生
の
左
伝
会
を
催
す
。

十
六
日
、

道
佑

（
音
羽
蒟
蒻
）
、

忠
吉

（葛
と
松
露
）
、

太
郎
次

（
麺
七
把
）
、

与

八

（焼
躯
）
、

島
井
俊
蔵
は
酒
を
持
参
し

書
字
帖
を
請
う
。

鉄
次
郎
が
平
士
敬
氏
を

招
く
。

助
次
郎

（葛
茶

一
斤
）
、

伊
東
只

七
妻

（茶
包
）
、

助
次
妻

（酒
）
、

与
次
右

妻

（茶
包
と
花
）
。

以
上
は
別
に
祭
記
あ

り
。

午
時
か
ら
女
客
と
す
る
。

敬
が
三
児

を
同
伴
、

こ
れ
に
二
婢
を
従
う
。

阿
幹

（お
か
ん
）
、

方
城
、

長
婿

（雷
首
）
も
来

る
。

（以
上
は
昭
陽
の
小
さ
な
集
り
ご
と

の
よ
う
で
あ
る
）

十
七
日
、

長
男
の
蓬
洲
法
要
。
こ
れ
に

書
生
二
十
五
人
に
朝
餞
を
出
す
。

諸
客
も

続
々
と
弔
間
に
来
る
が
、
こ
れ
は
別
記
。

な
お
昭
陽
の
讃
考
稿
は
小
休
す
る
。

晩
食

に
書
生
の
相
伴
と
す
る
。

よ

っ
て
十
七
日
の
講
義
は
休
む
。

蓬
洲

法
要
に
六
十
五
人
の
弔
間
を
受
け
る
。

夜
に
な

っ
て
津
田
久
次
郎
、

手
塚
孫
太

夫
が
門
を
叩
い
て
惨
次
郎

（山
口
白
責
の

次
男
で
昭
陽
の
甥
）
の
死
を
伝
え
て
く
れ

る
。
こ
れ
に
昭
陽
は
鉄
次
郎
に
五
書
生
を

伴
い
伊
崎

（義
弟
の
山
口
白
資
宅
）
に
往

か
せ
る
。

十
八
日
、

午
後
は
伊
崎
に
会
す
が
、

此

の
と
こ
ろ
疲
労
重
な
る
。

た
め
に
十
九
日

講
義
を
休
み
と
す
る
。

十
九
日
、

月
成
家
の
家
従
三
十
余
人
、

ま
た
西
部
遊
宴
の
帰
途
に
寄
る
。

少
栞
が

都
合
よ
く
あ
し
ら
う
。

山
口
白
責
来
る
。

二
十
日
城
代
組
の
隊
伍
会
あ
る
も
出
席

す
ぐ
謝
し
て
帰
宅
。

久
次
郎
、

生
民
来
る
。

憲
蔵
が
焼
雑
を
持
参
。

甘

一
日
、

鉄
次
郎
、

月
成
氏
に
行
く
。

夜
、

左
伝
会
議
す
る
。

十
六
日
以
来
の
日

記
多
忙
に
よ
る
疎
あ
り
、　

一
考
を
要
す
。

本
稿
も
ま
た
記
事
疎
末
が
多
い
の
で
二

月
ま
で
記
事
を
省
略
す
る
。

三
月

朔
日
、

明
け
六

ツ

（午
前
六
時
）
聖
像

に
礼
拝
す
る
。

岡
本
又
左
衛
門
来
り
酒
名

飛
梅
を
も
た
ら
す
、

書
生
、

南
金
四
片

（金

一
両
）
廿
五
人
の
志
を
蓬
州
に
箕
す
。

二
日
、

先
考
即
世

（死
去
を
い
う
）
十

四
年
と
な
る
。

薬
商
平
蔵
、

孝
筍
三
本
を

実
す
。

書
生
二
座
廿
九
人
に
膳
、
こ
れ
に

源
吾

（雷
首
の
こ
と
）
加
わ
る
。

生
民
も

箕
す
。

夕
刻
、

吉
甫

（広
瀬
旭
荘
の
こ
と
）

来
り
漬
菜

一
壷
、

果

一
箱
を
実
す
。

広
卿

（淡
窓
の
こ
と
）
書
輸
を
も
た
ら
す
。

三
日
、

賀
を
停
す

（節
旬
を
止
め
る
）

山
川
三
省
、

昨
入
塾
す
る
も
今
日
引
見
す

る
に
南
金
二

（
二
分
の
こ
と
）
酒
二
升
を

出
す
。

広
瀬
久
兵
衛

（淡
窓
の
父
）
秋
風

集
序
を
乞
い
方
金
三
を
受
け
る
。
日
田
よ

り
二
生
の
酒
二
升
、

鯛
二
、

吉
甫
と
酒
を

酌
む
。

内
氏
、

宗
也
を
批
し
て
敬
氏
に
往

く
。

縁
談
取
り
ま
と
め
か
。

春
甫
生
入
塾
。

四
日
、

亀
齢
軒
来
り
酒

一
、

茶
二
袋
、

字
を
乞
う
。

夜
、

役
練
集
を
会
す
。

五
日
、

以
風
、

南
金
に
よ
り
字
を
求
む
。

秋
風
集
に
序
を
揮
い
、

殆
ど
労
す
も
序
不

作
。六

日
、

吉
甫
を
呼
ん
で
午
飲
す
。

見
哉
、

そ
の
子
和
立
を
以
て
入
塾
を
請
い
、

海
鮮

三
、

酒
二
升
、

生
月
の
又
右
衛
門
よ
り
酒

一
樽
、

鯨
粕
漬
来
る
。

左
伝
会
に
、

秋
月

の
養
斉
、

紀
四
郎

各
畢
塚
量
）
参
会
。

七
日
、

春
甫
、

三
省
帰
郷
。

荘
太
郎
、

建
立
寺
法
龍
来
り
午
飲
す
。
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ど
ん
ぐ
り

四
月
か
ら
始
ま

っ
た
老
荘
講
義
も
、

十

二
月
二
日
で
九
回
を
重
ね
た
。

船
上
か
ら

望
む
能
古
島
は
、

左
岸
の
民
家
の
上
に
雑

木
黄
葉
が
ま
だ
残

っ
て
い
た
。

船
が
港
に

近
づ
き
永
福
寺
の
大
銀
杏
を
さ
が
し
た
が
、

す
で
に
散

っ
て
冬
木
と
な
り
、

見
事
だ

っ

た
博
物
館
の
桜
紅
棄
も
は
や
寒
林
と
な

っ

て
い
た
。

船
を
降
り
て
い
つ
も
の
細
道
を

登
る
と
、

石
段
の
あ
ち
こ
ち
に
椿
の
実
が

ち
ら
ば

っ
て
い
た
。

黒
褐
色
で
少
し
角
張
っ

た
も
の
も
あ
れ
ば
、

割
れ
た
殻
の
中
に
頭

を
の
ぞ
か
せ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
実
か

ら
搾

っ
た
椿
油
は
、

食
用
に
或
い
は
髪
油

に
供
さ
れ
た
。

海
を

へ
だ
て
た
正
面
の
油

山
は
、

天
正
年
中
唐
僧
清
賀
上
人
が
、
こ

の
山
の
椿
か
ら
油
を
搾
り
、

灯
火
に
用
い

る
こ
と
を
教
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

博
物
館
の
門
を
入
る
と
、

左
右
の
上
手

い
ち
面
の
カ
タ
バ
ミ
が
、

曇
天
の
た
め
雨

傘
の
よ
う
に
花
を
巻
い
て
い
た
。

土
手
の

上
か
ら
蔓
を
伸
ば
し
た
美
男
葛
が
、

青
葉

の
陰
に
か
た
ま

っ
た
赤
い
実
を

つ
け
て
い

る
。

ま
だ
全
部
は
熟
さ
ず
、

半
ば
青
い
実

を
ま
じ
え
て
い
た
。

窯
場
跡
の
林
間
を
通

る
と
き
、

落
ち
葉
に
散

っ
た
木
の
実
を
み

た
。

大
小
形
の
ち
が

っ
た
二
種
が
あ
り
、

大
き
い
方
は
径
約
ニ
セ
ン
チ
、

球
形
で
お

椀
の
よ
う
な
殻
斗
を

つ
け
た
も
の
も
あ
れ

ば
脱
い
だ
も
の
も
あ
る
。
も

一
つ
は
長
精

円
形
、

径
約

一
セ
ン
チ

・
長
さ
ニ
セ
ン
チ

で
殻
斗
と
共
に
散
ら
ば

っ
て
い
た
。

い
ず

れ
も
上
半
部

が
茶
褐
色
、

下
半
分
が
淡

褐
色
、

掌
上

に
の
せ
て
眺

め
て
い
た
が

前
者
は
裸
、

後
者
は
小
楢

の
実
だ
ろ
う

と
あ
た
り
を

見
廻
し
た
。

樹
木
を
仰
ぐ

と
、

雲
を
バ
ッ
ク
に
夜
叉
五
倍
子
の
黒
い

球
果
が
枝
間
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

何
時
来
て
も
、
こ
の
鶴
ぽ
四
季
そ
れ
ぞ
れ

に
心
を
和
ま
せ
る
。

義
に
死
す

今
回
は
荘
子
の
人
間
世
篇
の
中
で
、

孔

Ｄ

子
の
二
大
戒

・
天
殺
の
人
と
如
何
に
対
す

る
や

ｏ
楳
社
の
樹

。
支
離
疏
の
寓
話
な
ど

が
講
ぜ
ら
れ
た
。

孔
子
の
二
大
戒
、

命
と
義
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。

命
は
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

運
命
づ
け
ら
れ
た
親
子
の
如
き
関
係
、

義

は
社
会
生
活
に
お
け
る
君
臣
の
関
係
に
お

け
る
よ
う
な
戒
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
を
聞

き
な
が
ら
二
つ
の
話
を
胸
に
浮
か
べ
た
。

一
つ
は
、

義
の
た
め
に
死
ん
だ
伯
夷

・
叔

斉
、

叔
斉
は
段
の
処
士
、

孤
竹
君
の
子
、

伯
夷
の
弟
で
あ
る
。

父
に
自
分
を
世
嗣
ぎ

不
可
を
説
い
て
謙
め
た
が
き
か
れ
な
か

っ

た
の
で
、

周
の
粟
を
食
う
を
恥
じ
て
首
陽

山
に
隠
れ
、

わ
ら
び
を
食

っ
て
餓
死
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
義
の
為
に
死
ん
だ
者
と
し
て

は
、

赤
穂
義
士
が
あ
げ
ら
れ
る
。

彼
ら
は

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
、

江
戸
本
所

の
吉
良
上
野
介
邸
に
討
ち
入

っ
て
、

主
君

浅
野
長
矩
の
仇
を
討

っ
た
。

た
め
に
三
〇

〇
年
を
経
た
今
日
、

今
な
お
そ
の
名
が
高

い
。

ち
な
み
に
我
が
家
の
近
く
に
あ
る
穴

観
音

（興
宗
禅
寺
）
に
、

東
京
泉
岳
寺
の

赤
穂
義
士
の
墓
そ
っ
く
り
の
墓
地
を
作
り
、

毎
年
十
二
月
十
四
日
に
義
士
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
く
は
大
東
亜
戦
争
に
命
を
捧
げ

た
将
兵
三
〇
〇
万
は
、

君
の
た
め
、

国
の

た
め
、

義
の
た
め
の
名
の
下
に
戦
場
に
散
っ

た
。

儒
教
は
、

五
世
紀
中
葉
わ
が
国
に
伝

来
し
、

以
来
長
く
我
国
の
国
教
的
存
在
と

，な
り
、

我
々
も
ま
た
儒
教
を
根
幹
と
す
る

教
育
を
受
け
た
。

君
に
忠
に
、

親
に
孝
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
日
常
の
一行
動
を

自
分
以
外
の
も
の
に
規
制
さ
れ
て
育

っ
た
。

戦
争
を
否
定
す
る
こ
と
も
批
判
す
る
こ
と

も
考
え
ず
、

世
俗
的
道
徳

（忠
や
義
）
を

こ
え
て
、

内
な
る
己
が
心
に
従

っ
て
行
動

す
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
。

す
な
わ
ち

儒
教
は
、

封
建
的

・
帝
国
主
義
的
体
制
に

好
都
合
で
あ

っ
た
し
、

そ
れ
が
利
用
さ
れ

も
し
た
。

建
郎
の
斧

衛
の
霊
公
は
天
性
の
殺
伐
狂
暴

（天
む

の
人
、

天
が
そ
の
徳
を
殺
ぎ
落
と
し
た
か

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
人
物
で
、

そ
の
博
と

な
る
顔
間
の
話
で
あ
る
。

話
の
中
で
、

我
々
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が
よ
く
知

っ
て
い
る

「蛙
蜘
の
斧
」
が
出

た
。「汝

は
夫
の
蛙
蜘
を
知
ら
ざ
る
か
。

其

の
腎
を
怒
げ
て
車
の
轍
に
当
う
、

其
の
仕

に
勝
え
ぎ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

其

の
才
の
美
れ
た
る
を
是
る
者
な
り
。

戒
め

よ
や
、

慎
め
よ
や
、

而
の
美
れ
た
る
者
を

積
え
伐
り
て
以
て
之
を
犯
む
れ
ば
、

幾
し
」

つ
い
で
虎
を
養
う
猛
獣
師
の
話
が
出
る
。

彼
は
虎
の
怒
心
が
出
な
い
様
に
、

生
き
た

ま
ま
の
動
物
を
与
え
な
い
、

ま
た
死
ん
だ

動
物
で
も

一
匹
の
ま
ま
与
え
な
い
。

そ
れ

は
肉
を
ひ
き
さ
い
て
、

食
べ
る
時
、

怒
り

の
心
が
出
て
気
の
立

つ
の
を
恐
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

彼
は
虎
の
腹
加
減
を
は
か
っ
て
、

食
べ
る
時
に
怒
心
が
起
こ
ら
な
い
様
に
飼

を
調
え
る
。

人
も
虎
も
同
じ
で
、

そ
の
本

性
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
分

を
養
う
も
の
に
な

っ
て
い
ぐ
。

天
殺
の
人

霊
公
に
は
、

そ
の
よ
う
な
心
掛
け
で
対
応

す
れ
ば
禍
を
う
け
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ

う
と
い
う
。

自
分
の
才
や
徳
を
は
こ
っ
て

彼
を
い
さ
め
る
と
、

「
蛇
蜘

の
斧
」

の
よ

う
に
車
の
輪
に
ひ
き
殺
さ
れ
て
し
ま
う
ぞ

と
戒
め
て
い
る
。

次
に
石
と
い
う
大
工
の
棟
梁
が
斉
の
国

に
ゆ
き
、

出
張
と
い
う
所
で
社
に
そ
び
え

る
楳
の
大
樹
を
見
た
。

そ
の
木
は
巨
大
で
、

十
偲
の
高
さ
で
枝
が

つ
き
、

船
が
作
れ
そ

う
な
横
枝
が
十
数
本
も
伸
び
て
い
た
。
し

か
し
石
は
此
の
樹
を
ふ
り
む
き
も
せ
ず
に

行

っ
て
し
ま

っ
た
。

弟
子
た
ち
は
、

「
こ

ん
な
見
事
な
樹
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
ど

う
し
て
先
生
は
見
む
き
も
せ
ず
に
行

っ
て

し
ま
わ
れ
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね
た
。

石

は
、

「
あ
れ
は
役
に
た
た
ぬ
木

（
散
木
）

で
あ
る
。
こ
れ
で
船
を
作
れ
ば
沈
み
、

棺

椰
を
作
れ
ば
す
ぐ
に
腐
り
、

器
を
作
れ
ば

す
ぐ
に
毀
れ
、

門
や
戸
を
作
れ
ば
脂
が
ふ

き
出
し
、

柱
と
な
せ
ば
虫
が
食
う
。
こ
れ

は
使
い
み
ち
の
な
い
木
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
役
立
た
ぬ
木
で
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、

こ
ん
な
に
生
き
の
び
て
こ
ら
れ
た
の
だ
」

と
答
え
た
。

役
に
立

つ
木

（文
木
）
な
ら

切
ら
れ
て
材
木
と
な
る
が
、

役
立
た
ず
の

散
木
は
切
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
天
寿
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
い
う
。

次
は
支
離
疏
の
話
で
あ
る
。

支
離
疏
は

ひ
ど
い
絢
棲
で
あ

っ
た
が
、

裁
縫
と
洗
濯

で
毎
日
を
食

っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
。

箕
を
ふ
る

っ
て
米
を
ふ
る
い
分
け
れ
ば
、

十
人
ぐ
ら
い
は
養
え
る
収
入
で
あ

っ
た
。

戦
争
が
お
こ
っ
て
兵
隊
を
徴
集
す
る
と
き
、

彼
は
狗
懐
で
あ
る
た
め
兵
役
を
ま
ぬ
が
れ
、

病
者
に
穀
物
の
施
し
が
あ
る
と
き
は
、

そ

の
割
り
あ
て
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
ん
な
片
輪
者
で
さ
え
、

そ
の
身
を
養
い

天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
し

て
精
神
的
な
徳
を
片
輪
に
す
る
者
、

す
な

わ
ち
儒
教
的
道
徳
を
問
題
に
し
な
い
人
が
、

天
寿
を
全
う
し
う
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
寓
話
は
、

義
に
死
す
る
こ

と
よ
り
も
己
の
心
に
従

っ
て
生
き
る
こ
と

を
、

殺
伐
狂
暴
の
君
主
に
対
し
て
は

「蛙

卿
の
斧
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
有

用
よ
り
も
無
用
の
用
を
と
す
す
め
て
い
る
。

天
　
年

我
々
の
青
年
時
代
は
、

そ
の
多
く
が
戦

場
に
散
り
、

少
な
か
ら
ざ
る
青
年
た
ち
が

結
核
に
倒
れ
た
。

す
な
わ
ち
天
年

（天
き

を
全
う
す
る
こ
と
が
困
難
な
運
命
に
も
て

あ
そ
ば
さ
れ
、

今
の
よ
う
に
平
和
な
時
代

で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

荘
子
は
、

死

生
を
自
然
の
理
法
と
い
っ
た
が
、

そ
れ
は

夜
が
終
わ

っ
て
朝
が
始
ま
る
の
と
同
じ
で
、

人
の
意
志
や
努
力
で
は
如
何
と
も
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
、

人
間
の
力
を
超
え

た
宇
宙
的
意
志
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。

仙
屋
戯
画
の
中
に
は
老
荘
的
な
も
の
が
少

く
な
い
。

先
日
見
た
戯
画
の
賛
に

「
鶴
は

千
年
、

亀
は
万
年
、

人
は
天
年
」
と
い
う

の
が
あ

っ
た
。
こ
の
天
年
と
い
う
言
葉
は

『荘
子
』
の
中
に
よ
く
み
ら
れ
る
が
、

仙

屋
も
ま
た
老
荘
に
親
し
ん
だ
人
で
あ
ろ
う
。

荘
子
が
生
き
た
の
は
、

西
暦
前
三
〇
〇

年
頃
、

そ
れ
は
古
代
中
国
の
戦
国
時
代
で
、

秦

・
斉

・
燕

。
楚

・
韓

・
魏

・
遇
の
七
カ

国
が
中
原
に
覇
を
競
い
、

殺
数
に
明
け
く

れ
た
四
〇
〇
年
に
わ
た
る
戦
乱
の
時
代
で

あ

っ
た
。

多
く
の
若
者
が
戦
い
に
倒
れ
、

老
人
や
婦
女
子
が
飢
餓
に
泣
い
た
時
代
で

あ
る
。

不
安
と
恐
怖
、

絶
望
と
悲
嘆
、

常

に
死
と
隣
り
あ
わ
せ
に
生
き
た
血
な
ま
ぐ

さ
い
こ
の
時
代
か
ら
、

荘
子
の
哲
学
が
生

ま
れ
た
。

生
き
る
こ
と
が
至
難
で
あ

っ
た

こ
の
時
代
は
、
自
分
の
運
命
を
よ
し
と
し

て
受
容
し
、

そ
れ
と

一
体
化
し
て
よ
り
高

い
境
地
を
目
ざ
す
外
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ

う
。

人
類
の
歴
史
は
戦
乱
の
歴
史
で
あ
り
、

身
近
に
は
文
化
大
革
命
に
翻
弄
さ
れ
た
中

国
人
民
が
あ
る
。

日
本
は
敗
戦
後
五
〇
年
、

明
治
以
来
こ

ん
な
に
長
く
戦
争
の
な
い
時
代
は
な
か

っ

た
。

戦
中
戦
後
を
思
え
ば
、

今
の
衣
食
住

は
王
侯
貴
族
の
生
活
で
あ
る
。

平
均
寿
命

も
著
し
く
延
び
、

男
性
は
八
〇
に
近
づ
き
、

女
性
は
八
〇
を
超
え
た
。

人
々
は
ま
さ
に

天
年
を
全
う
で
き
る
時
代
に
生
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
長
命
で
あ
る
幸
２
異
に
、

痴
呆
と
い
う
禍
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な

っ
た
。

今
や
八
五
を
超
え
る
女
性

の
二
人
に

一
人
、

男
性
の
五
人
に

一
人
が

老
年
痴
呆
と
な
る
。

核
家
族
化
し
た
今
日
、

元
気
な
老
人
は

「
長
生
き
し
す
ぎ
た
」
と

し
き
り
に
日
に
す
る
。

荘
子
に
今
の
日
本

の
老
入
社
会
を
見
せ
た
な
ら
ば
、

彼
は
何

と
い
う
だ
ろ
う
か
。

（人
間
世
篇
の
通
釈
は
、

福
永
光
司
煮
、

荘
子
、

朝
日
新
聞
社
、

昭
和
三
一
年
、

を
引
用
し
た
）



陣
笠
の
話

付
し
て
祖
父
を
語
る

庄

野

寿

人
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い
ま
館
の
４
号
展
示
室
に
、

昔
の
陣
笠

七
点
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

陣
笠
と
い
う
の
は
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、

平
ぺ
っ
た
く
、　

一
見
し

て
軽
く
、
し
ょ
う
し
ゃ
に
見
え
る
武
士
の

笠
で
す
。

天
上

（笠
表
の
こ
と
）
に
は
、

わ
ず
か
に
金
の
定
紋
が

一
つ
あ

っ
て
総
体

は
黒
漆
塗
り
で
す
。

一異
は
ほ
と
ん
ど
朱
塗

り
が
多
く
、

中
に
は
総
金
張
り
の
派
手
な

も
の
も
あ
り
、

陳
列
に

一
つ
だ
け
金
紋
入

り
の
な
い
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私

の
祖
父
使
用
の
も
の
で
す
。

金
紋
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

殿
様
の

参
勤
交
替
で
江
戸
上
り
な
ど
の
供
行
列
な

ど
の
公
用
に
は
使
わ
ず
、

専
ら
自
分
の
私

用
外
出
に
使

っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
た
め

笠
の
表
に
は
図
案
的
な

「
北
斗
七
星
」
を

渋
い
黒
漆
で
総
体
黒
地
の
中
で

一
寸
目
立

つ
浮
模
様
に
作

っ
て
い
ま
す
。

笠
職
人
に

特
別
な
注
文
を
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

殿
様
行
列
に
家
来
が
陣
笠
を
頭
上
に
隊

列
を
組
ん
で
整
然
と
歩
行
す
る
姿
は
美
事

に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
陣
笠
公
用
の
最
た
る
も
の
で
す
。

行
列
の
家
臣
に
は
、

各
々
の
従
者
が
身

分
に
応
じ
て
付
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
隊

列
の
後
方
に
従
い
、
こ
の
者
た
ち
に
陣
笠

使
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
、

行
列

の
先
頭
か
ら
殿
様
籠
か
乗
馬
の
両
側
か
ら

隊
列
の
中
程
ま
で
は
陣
笠
が
つ
づ
き
ま
す
。

陣
笠
が

一
つ
の
形
式
と
格
調
を
持

っ
て

見
せ
る
情
景
で
す
。

陣
笠
の
効
用
は
、
日
よ
け
が
第

一
で
す

が
、

少
々
の
雨
で
も
衣
類
の
雨
よ
け
に
な

り
ま
す
。

雨
が
激
し
く
な
り
ま
す
と
、　

一

行
は
供
頭
の
指
図
で
歩
行
を
止
め
、

武
士

た
ち
は
自
分
の
従
者
に
担
が
せ
た

「
お
挟

み
箱
」
（両
端
に
箱
を

つ
け
棒

で
肩
に
担

う
道
具
）
か
ら
雨
合
羽
を
取
出
し
て
着
用

し
、
ま
た
腰
の
両
刀
に
は
柄
頭
に
柄
袋
を

付
け
ま
す
。

祖
父
の
遺
品
は
、
こ
の
陣
笠
と
兜
、

刀
、

こ
れ
に
槍
二
本
、

巻
紙
七
十
糎
の
筆
蹟
と

系
図
三
冊
の
う
ち

一
冊
は
自
分
代
ま
で
書

き
次
い
だ
の
が
あ
り
ま
す
。

祖
父
は
、

先
祖
代
々
か
ら
当
主
が
使
う

通
称
名

「半
太
夫
」
を
名
乗
り
ま
す
が
、

本
名
は
十

一
郎
で
す
。
こ
の
半
太
夫
名
を

安
政
年
間
に
藩
の
長
崎
警
固
の
番
頭
と
な
っ

て
、

長
崎
で
の
写
真
に

「
庄
野
半
太
夫
」

と
署
名
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

維
新
後
に

武
士
ま
げ
を
お
ろ
し
た
上
半
身
姿
の
写
真

二
点
を
残
し
て
い
ま
す
。

祖
父
は
、

私
が
小
学
校
に
入
学
す
る
ま

で
健
康
で
し
た
。

か
な
り
の
長
身
で
八
十

歳
で
背
筋
も
曲
が
ら
ず
、

私
が
小
学
生
の

時
に
い
ま
で
い
う
結
核
症
？

で
長
期
療
養

し
た
こ
と
が
あ
り
、

病
床
を
離
れ
て
か
ら

も
栄
養
注
射
の
た
め
通
院
を

つ
づ
け
ま
す

の
に
、

よ
く
私
の
手
を
引

い
て
病
院
通
い

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
よ
く

「昔
の
さ
む
ら
い
話
」
を
せ
が
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
幼
稚
な
質
問
で
す

が
、

祖
父
に

「人
を
斬

っ
た
こ
と
は
…
」

と
聞
く
の
に

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
。

斬
り
合
い
を
し
た
こ
と
は
、
に
は

「
斬
り

合
い
は
し
な
い
」
な
ど
、

私
が
考
え
る
祖

父
の
武
士
イ
メ
ー
ジ
は
全
然
は
ず
れ
て
し

ま
う
の
で
す
。
し
ま
い
に
は
、

お
じ
い
ち
ゃ

ん
本
当
に
さ
む
ら
い
だ

っ
た
の
、
と
質
問

し
た
の
に

「
そ
う
だ
よ
」
と
答
え
て
く
れ

る
だ
け
で
す
。

祖
父
は
、

天
保
十

一
（一公
〇
年
生
ま
れ

で
す
か
ら
、

ま
だ
武
士
社
会
は
確
固
と
し

て
い
た
時
代
で
す
。

参
考
ま
で
に
わ
が
家
の
こ
と
を
少
し
述

べ
る
と
、

昔
は
豊
前
の
宇
佐
宮
神
領
の
代

官
で
す
。

宇
佐
領
と
い
う
の
は
再
三
に
わ

た

っ
て
戦
国
大
名
の
大
友
氏
の
侵
略
を
受

け
て
領
土
を
減
ら
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で

の
神
領
代
官
と
い
う
の
は
随
分
と
苦
労
が

多
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

天
正
十
四
⌒一天
も
年
、

豊
巨
秀
吉
の
九

州
征
伐
後
の
黒
回
氏
が
大
名
と
し
て
豊
前

に
入
国
す
る
と
、

す
ぐ
黒
田
孝
高
に
仕
え
、

関
ケ
原
戦
後
の
慶
長
五

全
杏
〇
年
に
黒
田

家
の
筑
前
入
国
に
従

っ
て
福
岡
に
移
り
ま

し
た
。

以
来
、

明
治
維
新
ま
で
約
二
百
年

間
の
黒
国
家
臣
で
し
た
。

家
禄
は
、

黒
田

家
の
豊
前
時
代
は

一
五
〇
石
、

そ
の
後
に

増
減
を
く
り
か
え
し
、

江
戸
初
期
か
ら
明

治
ま
で
家
禄
五
百
石
を
守
り
ま
す
。

屋
敷

は
中
央
区
の
赤
坂
で
、

福
岡
藩
の
諸
士
屋

敷
割
り

「百
石
当
り
参
百
坪
」
に
よ

っ
て

一
、

五
①
Ｏ
坪
余
を
屋
敷
地
と
し
ま
し
た
。

家
の
記
録
は
相
当
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
屋
敷
図
が
、

昔
の
ま
ま
に
残

っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

御
参
考
に
ご
ら
ん
い

た
だ
く
よ
う
、

本
稿
の
末
尾
に
つ
け
ま
す
。

父
は
七
歳
の
時
に
、

祝
い
膳
を
前
に
す

わ
り
、

祖
父
か
ら
昔
は
今
日
か
ら
刀
を
差

す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
小
脇
差
を
も
ら
っ

た
話
を
し
て
、

刀
も

一
緒
に
残
し
て
お
く

よ
、
と
語
り
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

先
祖
に
、

切
腹
し
た
人
が
二
人
お
り
ま

す
が
、

家
に
改
易

（家
を
と
り

つ
ぶ
し
家

禄
を
失
う
）
が
な
か

っ
た
の
は
重
大
な
過

失
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

或
は

本
人
の
自
責
で
あ

っ
た
か
、
と
さ
れ
る
の

で
す
が
詳
し
い
記
録
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
先
祖
の
こ
と
は
、
し
っ

か
り
心
に
残

っ
て
、

厳
し
い
武
士
社
会
を

思
わ
せ
ま
す
。

も
う
少
し
、

私
が
成
長
し
て
い
た
ら
、

も

っ
と
詳
し
い
話
を
祖
父
に
聞
け
た
の
に
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と
残
念
に
思
い
ま
す
。

祖
父
は
、

同
藩
士
の
斎
藤
杢
左
衛
門
の

二
男
で
、

わ
が
家
の
養
子
で
す
。

斎
藤
家

は
家
禄
五
百
二
十
石
、

ま
ず
は
家
格
も
同

格
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

斎
藤
の
屋
敷
は

旧
電
車
通
り
か
ら
西
公
園
に
向
か
う
右
側

の
角
屋
敷
で
裏
通
り
ま
で
の

一
角
を
占
め
、

庭
内
の
池
で
泳
げ
る
は
ど
の
広
さ
が
あ
り

ま
し
た
。

祖
父
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
も
斎
藤
家
に

は
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
池

の
魚
が
目
的
で
す
。

ひ
と
り
で
池
に
入
り
、

鯉
、

鮒
を
手
綱
で
す
く
い
取
り
し
て
も
叱

ら
れ
な
い
と
分
か

っ
て
か
ら
、

次
第
に
増

長
し
、

つ
い
に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
収
穫
を
得

ま
し
た
。

意
気
揚
々
と
わ
が
家
に
持
ち
帰
っ

て
、

母
か
ら
叱
ら
れ
る
始
末
で
し
た
。

ま
た
、

わ
が
家
に
は
魚
を
放
す
池
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

結
局
、

畑
に
埋
め
る
と
い

う
子
供
心
に
情
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
、

ま
だ
西
公
園

下
の
荒
戸
町

一
帯
は
、

千
坪
に
近
い
屋
敷

家
ば
か
り
で
し
た
。

各
家
の
塀
内
に
は
、
ほ
と
ん
ど
竹
薮
が

あ
り
、

皆
さ
ん
お

っ
と
り
で
話
さ
れ
て
気

さ
く
さ
が
う
か
が
え
る
の
で
す
。
こ
れ
に

は
き

っ
と
武
家
風
が
残

っ
て
お
り
な
が
ら
、

各
自
が
肩
を
張
る
時
代
か
ら
解
放
さ
れ
て

自
由
と
気
軽
る
さ
が
出
始
め
た
せ
い
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
も
戦
前
の
こ
と

で
す
。

戦
後
は
、

急
速
に
各
家
と
も
広
い

屋
敷
地
を
小
さ
く
区
切

っ
て
分
譲
が
始
ま

り
、
ア
ッ
と
い
う
ま
に
昔
風
の
屋
敷
と
生

活
も
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
、

祖
父
の
年
代
を
い
つ
の
ま

に
か
越
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
親
戚
に
も

祖
父
を
語
り
合
う
こ
と
も
な
く
、

た
だ
私

の
心
の
中
で
勝
手
に
祖
父
を
思
い
出
し
て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
‐

祖
父
は
大
正
十

一
年
に
亡
く
な
り

ま
す
が
、

祖
父
が
病
床
に
つ
い
た
こ

と
、

そ
の
死
去
に
つ
い
て
が
私
の
記

憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

葬
式
で
親
族

一

同
が
揃

っ
た
写
真
が
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
最
前
列
に
私
が
袴
を
着
け
て
チ
ョ

コ
ナ
ン
と
す
わ
り
、

あ
ま
り
悲
し
さ

を
見
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
き

っ
と
親

族
中
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
、

そ

れ
に
同
年
輩
の
子
供
た
ち
が
揃

っ
て
、

遊

び
仲
間
が
ふ
え
て
わ
が
家
の
賑
わ
ぎ
や
い

を
嬉
し
く
し
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

祖
父
の
筆
跡
を
見
る
と
、

い
ま
の
私
が
、

お
じ
い
さ
ん
の
字
は
素
晴
ら
し
い
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

祖
父
は
わ
ず
か
で
す
が
、

私
の
記
憶
に
残

っ
て
く
れ
た
貴
重
で
立
派

な
さ
む
ら
い
で
す
。

不
幸
に
し
て
、

お
ば
あ
さ
ん
の
記
憶
は

全
然
あ
り
ま
せ
ん
。

お
ば
あ
さ
ん
が
亡
く

な

っ
て
か
ら
の
、

祖
父
で
し
た
。

こ
こ
で
、

昔
の
祖
父
と
、

い
ま
の
私
の

境
涯
を
考
え
合
わ
せ
る
の
で
す
。

（昔
の
写
真
）

半
太
夫
が
、

長
崎
警
備
の
半
隊
頭
と
さ

れ
た
現
地
で
の
写
真

（廿
二
歳
）
原
版
は

小
ガ
ラ
ス
。

安
政
、

万
延
、

文
久
と
い
う

幕
末
激
動
の
時
代
で
す
が
、

案
外
と
悠
長

に
見
え
ま
す
。

髪
は
、

当
時
月
代
を
毎
日

剃
る
の
が
面
倒
で
流
行
の
総
髪
髯
に
し
て

い
ま
す
。

（晩
年
の
祖
父
）

大
正
十
年
前
後
、

八
十
歳
に
近
い
年
頃

で
、

筆
者
が
な
じ
ん
だ
顔
姿
で
す
。

（屋
敷
図
）
原
図
は
タ
テ
７
４
、
ョ
コ
９
８

ｃｍ

の
大
き
さ
。
こ
れ
に
約
１
、
７
０
０
坪
の
屋
敷
、

円
口
か
ら
玄
関
ま
で
２
０

ｍ
、
こ
の
間
に
馬
屋

２
棟
、

下
男
住
居
と
小
屋
、

物
置
棟
が
あ
り
、

母
屋
は
中
心
か
ら
左
右
２
区
分
と
な
り
、

二
人

が
右
列
、

女
、

家
族
は
左
列
に
分
か
れ
、

湯
駄

便
所
も
別
に
な
り
ま
す
。

庭
に
離
れ
棟
、

蔵
、

稲
荷
社
の
別
建
あ
り
。

≧壁週
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伊
能
忠
敬
の
能
古
島
測
量

有
名
な

「
伊
能
忠
敬
の
全
国
測
畠邑

は
、

幕
府
に
よ

っ
て
、

測
量
予
定
地
に
さ
れ
る

各
国
々
の
宿
駅
、

村
々
の
庄
屋
、

名
主
ら

に
各
藩
に
於
い
て
先
触
れ
示
達
を
行
う
こ

と
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
指
示
要
点
は
、

次
の
通
り

〇

一
行
の
人
馬
等
に
支
障
な
い
通
行
を
期

せ
よ
。

○
海
辺
な
ら
び
に
島
々
に
は
渡
場
に
船
用

意
等
差
支
え
な
く
す
る
。
こ
の
た
め
地

元
役
人
は
万
端
の
案
内
と
助
勢
を
す
る

ラし
ェ
Ｃ
。

〇

一
行
の
上
下
十
八
人
の
宿
泊
を
用
意
す

る
。

そ
の
賃
銭
、

米
代
は
定
額
を
支
払

う
。

よ

っ
て

一
汁

一
菜
の
外
に
馳
走
が

ま
し
い
こ
と
は
無
用
と
す
る
。

①
人
足
八
人
、

馬
七
疋
、

長
持
運
搬
人
若

千
を
揃
え
お
く
こ
と
。

各
庄
屋
は
村
絵

図
を
持
ち
案
内
す
る
。

測
量
器
具

（天

体
観
測
器
）
の
据
込
み
地
十
坪
を
適
所

に
用
意
す
る
こ
と
。

〇

一
行
十
八
人
の
宿
所
は
、

余
り
分
散
し

な
い
よ
う
に
す
る
。

○
詳
細
の
先
触
れ
は
、

順
送
り
に
先
々
え

伝
達
し
、

肥
後
熊
本
に
留
置
く
、　

一
行

が
着
い
た
と
き
返
す
こ
と
。

一
行
の
服
装
は
、

全
部
股
引
き

。
草
軽

Ｏ

が
け
で
あ

っ
た
。

酒
も
飲
ま
ず
、

夜
間

観
測
や
製
図
な
ど
の
作
業
を
す
る
の
で

夜
食
も
食
べ
な
か

っ
た
。

た
だ
菓
子
だ

け
は
好
ん
だ
と
い
う
。

九
州
に
お
け
る

一
行
の
身
分
氏
名
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

伊
能
忠
敬
は
、

幕
府
天
文
方

「高
橋
作

左

工
門
」
の
手
付
で
幕
府
測
量
方
。

坂
部
貞
兵
衛
は
手
伝
勤
方
。

下
役
は
、

下
河
辺
政
五
郎

ヽ
、

水
井
要
喫

青
木
勝
次
郎

（絵
画
師
）
。

忠
敬
門
弟
の
梁
田
栄
蔵
、

上
回
文
助
、

箱
田
良
助
の
二
人
。

　
　
　
　
，

付
侍
と
し
て
成
田
豊
作
、

松
井
沢
治
、

恩
田
藤
吉
の
三
人
。

竿
持
は
平
助
、

長
蔵
の
二
人
。

ほ
か
に
中
間
五
人
で

一
行
計
十
八
人
と

な
る
。

忠
敬
の
測
量
日
記
に
よ
っ
て
、

能
古
島

測
量
を
写
す
。

全
文
、

原
文
の
通
り

以
下

（　
）
は
筆
者
の
注

文
化
九

曇
全
こ
年
、

八
月
九
日

晴
天
、

両
手

一
同
六

ツ
後

（午

前
六
時
）
姪
浜
宿
出
立
、

同
所

よ
り
乗
船
残
島
を
測
る
。

我
等
、

坂
部
は
直
に
今
宿
に
行
く
。

（残
島
測
量
の
開
始
）

今
泉
、

尾
形
、

箱
田
、

佐
助
、

善
蔵
筑
前
国
早
良
郡
残
島
字
江

Э

ノ
ロ
人
家
前
よ
り
初
め
、

右
山

に
測
る
。

字
西
浦

・
字
白
鳥
崎

・

字
カ
ン
タ
ン
鼻

・
字
荒
崎
鼻

に

て
両
手
合
測
、　

一
里
〇
五
丁
五

十

一
間
五
尺
、

永
井

・
浜
谷
保

木

・
善
七
、

残
島
字
江

ノ
国
人

家
よ
り
手
合
、

左
山
に
測
り
、

字
城
ケ
崎

・
字
北
浦

・
字
荒
崎

鼻
に
て
両
手
合
測
、　

一
里
①
三

丁
五
十
五
間
五
尺
五
寸
、

残
島

一
周
、

二
里
〇
九
丁
四
十
七
間

四
尺
五
寸
。

（以
上
で
残
島
測
量
を
終
わ
る
）

そ
れ
よ
り
乗
船
、

中
食
、

地
方

へ
渡
て
又

手
分
、

永
井
ら
、

門
谷

・
保
木

・
甚
七

・

早
良
郡
下
山
門
村
海
辺
…
（以
下
略
）

残
島
測
量
は
半
日
で
終
了
。

乗
船
、

中

食
、
こ
の
中
食
は
船
中
の
よ
う
で
あ
る
。

地
方

（陸
地
の
こ
と
）

へ
渡
て
又
手
分
、

永
井
ら
、

門
谷
、

保
木
、

甚
七

・
早
良
郡

下
大
和
村
海
辺
、

八
日
残
神
印
よ
り
初
め

順
測
、

志
摩
郡
青
木
村
字
長
垂
鼻
と
、

実

に
精
力
的
な
活
動
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

伊
能
忠
敬

（一苫
子
天
天
）
は
、

下
総
国

佐
原
村
の
篤
実
な
名
主

（庄
屋
の
こ
と
）

で
、

四
十
七
歳
で
隠
居
、

翌
寛
政
七
年
五

十
歳
で
発
心
し
て
江
戸
に
出
る
。

若
い
幕

府
天
文
方
の
高
橋
至
時
の
弟
子
と
な
っ
て
、

西
洋
暦
学
と
測
量
術
を
学
ん
だ
。

五
十

一
歳
か
ら
七
十

一
歳
ま
で
、

十
七

年
間
に
わ
た
っ
て
全
国
三
万
五
千
キ
ロ
を

歩
き

つ
づ
け
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
正
確

な
地
図

「
大
日
本
沿
海
興
地
全
図
」
を
完

成
す
る
と
い
う
偉
業
を
な
し
と
げ
た
。
こ

う
し
た
美
事
な
後
半
生
、

真
に
壮
大
な
仕

事
を
後
世
に
残
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
彼
は
、

決
し
て
頑
健
な
体
格
で

は
な
く
、

年
毎
に
深
ま
る
老
い
と
、

痔
や

痰
咳
な
ど
の
持
病
に
苦
し
み
な
が
ら
、
こ

の
大
事
業
を
成
し
と
げ
た
。

遺
言
は
た
だ

ひ
と
こ
と

「
恩
師
高
橋
先
生
の
お
墓
の
側

に
葬

っ
て
く
れ
」
と
。

こ
れ
に
も
頭
が
さ
が
る
思
い
が
す
る
。

（付
記
）

私
共
が
永
く
使

っ
て
い
る
全
国
地
図
で

あ
る
が
、

そ
の
地
図
名
の

「
大
日
本
沿
海

興
地
全
図
」
も
、

伊
能
忠
敬
の
命
名
が
、

現
代
に
通
用
し
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
の
で
あ
る
。

「伊
能
図
」
の
正
確
さ
も
、

明
治
以
後

に
他
の
測
量
法
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、

快
心
を
加
え
る
。

た
だ

新
し
い
道
路
、

鉄
道
、

そ
れ
に
土
地
改
良

に
よ
る
多
少
の
変
化
等
は
否
め
な
い
。

以
前
に
、

西
南
大
生
が
当
館
に
於
け
る

平
成
三
年
度
学
芸
員
実
習
に
実
施
し
た
、

「
伊
能
忠
敬
測
量
の
検
証
」

の
結
果
は
近

代
測
量
に
よ
る
も
正
確
で
あ
る
と
認
証
し

た
事
実
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
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文
化
十
三

全
全
さ
年
十
二
月
十
七
日
、

少
栞
と
三
苫
源
吾

（後
に
雷
首
山
人
と
号

す
）
の
挙
式
は
、

亀
井
家
で
目
出
度
く
済

ん
だ
。

少
乗
十
九
歳
、

源
吾
甘
八
歳
で
あ

る
。

式
後
、

両
人
は
近
く
の
亀
井
家
苦
提

寺
の
浄
満
寺
で
先
祖
に
報
告
を
済
ま
せ
る

と
、

す
ぐ
に
待
た
せ
て
い
た
用
意
の
町
駕

籠
で
井
原
村
の
新
郎
実
家

「
三
苫
家
」
に

移
動
し
た
。

源
吾
は
、

か
ね
て
実
家
内
に

自
分
の
書
斎
を
兼
ね
た
離
れ
家
を
建
て
、

師
の
昭
陽
に
よ

っ
て

「好
音
亭
」
と
名
付

け
て
い
た
。
も
と
よ
り
新
婚
両
人
は
、
こ

れ
に
入

っ
た
が
、

両
人
は
衣
装
を
装
う
と

母
家
に
待

つ
両
親
に
昭
陽
先
生
に
よ

っ
て

聖
像
前
で
儒
教
式
法
の
結
婚
を
行

っ
た
次

第
を
報
告
。

か
ね
て
両
親
と
近
親
に
も
諒

解
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

両
親
の
祝

福
を
得
た
。

ま
た
同
席
す
る
近
親

一
族
に

も
同
様
に
祝
福
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
改
め
て
、

同
家
の
大
広
間
に
待

つ
多
数
の
祝
い
客
に
、

両
親
と
近
親
者
付

添
い
で
披
露
さ
れ
、

次
で
大
祝
宴
に
移

っ

た
。

少
乗
は
、

亀
井
塾
で
多
数
の
参
会
を

得
た
会
合
を
知
る
が
、

夫
君
実
家
に
お
け

る
こ
の
時
の
情
景
は
、

部
屋
の
大
き
さ
と

こ
れ
に
参
列
し
た
多
数
客
が
幾
列
に
も
並

ぶ
膳
部
に
合
わ
せ
て
客
衆
の
列
の
長
さ
に

賛
嘆
す
る
と
共
に
新
郎
実
家
の
歴
史
と
社

会
の
広
さ
を
感
じ
、

そ
の
重
み
を
知

っ
た
。

こ
う
し
て
両
人
が
同
じ
屋
敷
内
に
建

つ

自
分
た
ち
の
好
音
亭
に
戻

っ
た
の
は
夜
半

を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

三
苫
家
に
お
け
る
披
露
宴
は
、　

一
日
お

い
た
十
九
日
、
さ
ら
に
郡
内
の
庄
屋
衆
と

村
役
人
、

知
己
な
ど
に
、

前
回
の
膳
部
を

や
や
簡
略
に
し
た
祝
い
酒
の
ふ
る
ま
い
が

あ

っ
た
。

新
郎
の
父
が
、

二
郡
触
れ
の
大

庄
屋
を
永
く
勤
め
て
お
り
、

よ
う
や
く
昨

年
に
藩
承
認
を
得
て
退
任
し
た
名
残
り
が

つ
づ
い
て
い
る
せ
い
で
あ
ろ
う
と
、

新
郎

源
吾
が
語

っ
て
く
れ
た
。
こ
の
席
に
両
人

は
紋
入
り
着
物
姿
の
出
席
で
済
ん
だ
。

両
人
の
好
音
亭
は
、

か
ね
て
源
吾
が
此

の
日
の
到
来
を
心
に
し
て
造
作
し
た
も
の

で
本
人
の
書
斎
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
少
乗

の
居
室
の
按
配
も
良
く
出
来
て
い
た
。

こ
の
好
音
亭
は
、

四
年
後
の
文
政
四
年
、

夫
が
父
昭
陽
の
た
め
自
分
達
の
生
活
を
亀

井
屋
敷
に
移
す
と
な
る
と
、

好
音
亭
も
解

体
し
て
屋
敷
内
に
移
築
。
こ
れ
に
夫
妻
は

居
住
し
た
。

夫
妻
は
、

夫
の
本
分
は
元
々

医
師
と
し
て
亀
井
家
曾
祖
父
以
来
の
医
業

を
継
い
で
診
療
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
れ

に
は
垂
も
夜
も
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の

た
め
亀
井
家
泊
り
こ
み
も
再
三
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
少
乗
も
、

以
前
か
ら
の
習
慣
で
、

父
昭
陽
の
著
述
校
正
と
写
本
清
書
、

加
え

天
谷
千
香
子
⑥

。
西

鳴

洋

子
⑥

村

上

靖

朝
⑥

・
星
野
万
里
子
⑥

案
形
シ
ズ
エ
⑥

・
田

上

紀

子
⑥

上

回

良

一
⑥

と
同
田

浩

二
⑥

玉

置

貞

正
⑥

。
木

戸

龍

一
⑥

原
　
　
重

則
⑥

・
石
橋
七
郎
↑
）⑥

和

国

宏

子
⑥

・
板

木

継

生
⑥

鬼

塚

義

弘
⑥

・
吉

原

湖

水
⑥

片
岡
洋

一
Ｏ
⑥

・
石

川

文

之
⑥

山
内
重
太
郎
⑥

と
石
下
須
美
子
⑥

岡

本

全

蔵
⑥

・
都

筑

久

馬
⑥

速
水
忠
兵
衛
⑤

・
官

　

徹

男
⑤

西

川

首
【
澄
⑤

・
石

橋

観

一
⑤

一二
宅

登
石
子
⑤

。
星

野

金

子
⑤

吉

村

陽

子
⑤

・
西

　

政

患
⑤

安

永

友

儀
⑤

・
磁

崎

啓

子
⑤

横

山

智

一
⑤

・
上

回

　

博
⑤

坂

田

泰

溢
④

・
岩

重

一
一
郎
④

大

神

敏

子
④

・
伊

藤

康

彦
④

塚
本
美
和
子
④

・
寺

岡

秀

責
④

原

田

種

美
④

・
柳
山
美
多
恵
③

】序
　

洋

子
③

。
長

八

重

子
③

長

尾

茂

穂
③

・
井

上

敏

枝
③

葉

山

政

志
③

・
久

芳

正

隆
③

大

山

字

一
③

・
川

島

貞

雄
③

武
藤
瑞
こ
（こ
③

・
浜
野
信

一
郎
③

荘

山

雅

敏
③

・
森

本

憲

治
③

野

田

は

つ
②

ｏ
原

　

敬

道
②

士
口
田

洋

一
②

・
神

戸

純

子
②

荒

谷

幸

子
②

・
前

田

静

子
②

星

野

　

玄

・
首

藤

卓

哉

飯

田

　

晃

・
浜

崎

信

也

吉

岡

克

江

・
小

川

正

幸

神

戸

　

聡

逢

小
谷

伸

吾

岩

谷

正

子

・
林

野

祥

子

霊
剛
　
原
　
市
〕
・
由

比

章

祐
⑤

伊

藤

泰

輔
⑥

・
田

代

直

輝
⑥

久

野

敦

子
②

・
渡

辺

千

代

子

増

田

義

哉

▲

春

日

市
〕

足

達

輔

払
ｆ

〔
筑
紫

野
市

〕

横

溝

　

と月
⑤

・
川
浪
出
紀
子
⑤

〔
太
宰

府

市

▼

中
村
ひ
ろ
え
⑥

古

賀

謹

一
一⑤

・
西

尾

弘

子
⑤

蔵

田

は

つ
よ

・
野

尻

敬

子

〔
筑
　
紫
　
郡
〕
・
結

城

慎

也
⑥

櫛

田

正

己
⑥

・
櫛

田

猷

子
⑤

神
崎
憲
五
郎
⑤

・
友

野

　

隆
④

酒

井

俊

寿
③

・
鈴
木
恵
津
子
③

井
手
伽
維
子
③

・
上

杉

和

稔

益

尾

天

嶽
⑤

・
木

村

秀

明
④

佐

野
　
　
至
⑥

・
酒
井
カ
ツ
ヨ
⑥

井

手
　
大
⑥

・
井

上
　
　
清
⑥

害
【
田

英

寿
⑤

・
〔
朝
　
倉
　
郡
〕

山
崎
エ
ツ
子
（こ

・
〔
飯
　
塚
　
市
〕

〔
浮
　
羽
　
都
〕
・
吉

瀬

宗

雄
⑥

〕獄
村

　

魁
⑥

・
古
賀
義
朗
（こ
⑤

西

山

正

昭
②

・
震
現
　
後
　
市
〕

〔
苅
　
田
　
町
〕
・
木

下

　

勤
⑥

片

桐

言
一
郎
④

・
平

野

　

巌
④

〔
久
留

米

市

▼

庄

野

陽

一
⑥

樺

島

政

信
②

・
〔
直
　
方
　
市
〕

鋤

田

祥

子
②

・
〔
佐
　
賀
　
県
〕

〔
大
　
分
　
県
〕
・
寺

川

泰

郎
⑥

鳥
井
裕
美
子
２
▼

〔
長
　
崎
　
県
〕

〔
熊
　
本
　
県
〕
・
潰

北

哲

郎
⑥

大

塚

博

久
⑤

・
（
大
　
阪
　
府
〕

前
田
敏
也
子
④

・
〔
滋

賀
　
県
〕

曇
泉

都

府
▼

松
田
　
主長

こ

杉

浦

ｒユ
郎
⑤

・
度

野

健

次
⑤

中
野
晶
子
Ｏ
⑥

・
野

崎

逸

郎

片

桐

浩庁
二
④

・
山
根
ち
ず
子
Ｏ
⑥

田

中

加

代
③

・
大

島

節

子

森
　
　
　
久
⑥

・
〔
埼
　
玉
　
県
〕

〔
石
　
川
　
県
〕
・
丸

橋

秀

雄
④

田
中
信
彦
⌒こ
⑥

〔
福
　
岡

市
〕

岡
部
六
弥
太
⑥

首

村

雪

江
⑥

安

松

勇

一
⑥

桑

野

次

男
⑥

西
島
道
子
こ
⑥

藤

木

充

子
⑥

一行
成

静

子
⑥

中

畑

孝

信
⑥

橋

本

敏

夫
⑥

宮

崎

　

集
⑥

斎

藤

　

拓
⑥

西

村

中
一
行
⑤

古

賀

清

子
⑤

青

柳

繁

樹
⑤

林

十

九

楼
⑤

織
田
喜
代
治
⑤

鶴
田
ス
ミ
子
⑤

桃

崎

悦

子
④

石

橋

清

助
④

奥

田

　

稔
④

古

野

開

也
③

隈

丸

主月
次
③

平

河

　

渉
③

吉
富
と
き
代
③

半

田

耕

典
③

塁
　
　
羊

子
③

黒

川

松

陽
②

木

原

光

男
②

渡
辺
美
津
子
②

山

口

博

子
②

佐

藤

泰

弘

矢

富

謙

治

藤

野

清

春

永
岡
喜
代
太
官
）

井
手
俊

一
郎
⌒こ

〔
大

野
城

市

〕

執

行

敏

彦
Ｏ

坂

井

幸

子

後

藤

和

子
⑥

脇
山
涌

一
郎
⑥

川

田

啓

治

佐
々
木
　
謙
⑥

平

岡

　

浩
④

〔
柏
　
屋
　
郡
〕

青
木
良
之
助
⑥

松
本
雄

一
郎

④

長
崎
柴
市
（こ
③

冨
不
　
像
　
市

〕

〔
甘
　
木
　
市

〕

黒

川

邦

彦

⑥

宮

崎

春

夫

⑥

鬼

丸

雪

山

⑥

小

山

元

治

⑥

〔
大

牟

田
市

〕

古

賀

邦

靖

②

中
島
栄
二
郎

③

〔
北

九

州

市

〕

市
丸
喜

一
郎

②

〔
柳
　
川
　
市

〕

山

本

利

行

⑤

甲

本

達

也
⑥

日

本

政

宏

③

浦

上

　

健
③

〔
山
　
田
　
県

〕

小
山
富
夫
（こ
⑤

辻

本

雅

史

③

〔
愛
　
知
　
県

〕

〔
神

奈

川

県

〕

〔
東
　
一泉
　
都

〕

村

山

吉

慶

③

〔
千
　
葉
　
県

〕

問
所
ひ
さ
長
こ
④

〔
宮
　
城
　
県
〕

【協
賛
会
会
員

（個
人
こ

片
桐
　
寛
子

（福
岡
）
③

・
中
村
　
　
登

（福
岡
）
⑥

笠
井
　
徳
三

（福
岡
）
⑤

・
菅
　
　
直
登

（福
岡
）
⑥

早
船
　
正
夫

（福
岡
）
⑥

・
浄
　
満
　
寺

（福
岡
）
⑥

永
田
　
蘇
水

（福
岡
）
⑥

・
奥
村
　
宏
直

（福
岡
）
⑥

荒
木
　
靖
邦

（福
岡
）
⑤

・
沖
　
　
双
葉

（福
岡
）
⑤

安
陪
　
光
正

（福
岡
）
⑤

・
大
里
　
醸
三
男

（福
岡
）
④

広
瀬
　
　
中
い
（福
岡
）
④

・
梅
口
　
光
治

（福
岡
）
④

七
熊
　
差退
子

（福
岡
）
④

・
亀
井
准
輔
（福
岡
Ｘ
こ
③

熊
谷
　
雅
子

（福
岡
）
②

・
冨
安
　
　
渡

（福
岡
）
②

滝
　
栄
二
郎

（福
岡
）
②

・
上
国
　
　
満

（福
岡
）
①

小
田
　
一
郎

（福
岡
）
①

・
南
　
誠
次
郎

（春
日
）
⑤

木
原
　
敬
吉

（飯
塚
）
⑤

・
具
嶋
　
菊
乃

（甘
木
）
④

坂
田
貞
治

（
甘
木
）
①

。
大
久
保
津
智
夫

全
希
穂
）
⑤
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て
父
の
書
斎
、

書
庫
の
整
理
は
、

す
べ
て

少
乗
依
存
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

書
生

た
ち
に
求
め
る
こ
と
も
困
難
で
、

長
次
男

の
弟
た
ち
は
、

未
だ
成
長
期
で
望
む
べ
く

も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
少
乗
は
、

好
音
亭
の
住

み
心
地
に
忘
れ
難
い
も
の
が
あ

っ
た
。

夫

が
亀
井
家
、
と
く
に
父
昭
陽
の
実
情
に
理

解
を
示
し
た
積
極
さ
に
は
、

感
謝
以
外
に

な
く
、
こ
れ
が
自
身
の
決
断
に
な

っ
た
と

い
え
る
。

少
栗
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
亀
井
家

Ｌ
戻
る
に
し
て
も
、

夫
妻
の
起
居
が
、

好

音
亭
に
よ

っ
て
、

わ
ず
か
に
自
前
の

一
家

を
持

つ
と
い
う
切
な
い
夢
を
果
た
し
得
た

の
で
あ
る
。

好
音
亭
は
、
さ
ら
に
四
年
後
に
、

父
昭

陽
の
勧
め
も
あ

っ
て
夫
妻
の
今
宿
移
転
に

又
々
移
築
さ
れ
る
が
、
さ
す
が
に
夫
雷
首

が
、
自
分
た
ち
の
新
居
を
考
え
て
、

建
物

の
材
料
も
よ
く
、

な
に
よ
り
夫
妻
の
愛
着

が
強
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

少
栞
は
、

結
婚
後
の

一
年
過
ぎ
頃
か
ら

好
音
亭
の
書
斎
を
教
室
に
、

論
語
を
中
心

に
し
た
儒
教
、
こ
れ
に
女
子
の
習
字
指
南

を
始
め
た
。
こ
の
習
字
教
室
は
、

や
が
て

儒
学
を
併
せ
て
別
棟
の
女
子
寄
宿
舎
を
考

え
た
が
、
こ
れ
は
右
に
述
べ
た
夫
妻
の
亀

井
家
移
住
に
よ

っ
て
消
え
る
。

さ
て
、

少
栗
結
婚
の
十
二
月
十
七
日
に

話
題
を
戻
す
。

結
婚
す
ぐ
に
正
月
を
迎
え
る
。

少
乗
の

日
々
は
正
月
準
備
の
た
め
夫
君
実
家
の
手

伝
い
に
従
う
。

多
勢
の
女
中
と
小
作
人
と

そ
の
妻
た
ち
と
も

一
緒
に
従
い
、

広
い
屋

敷
の
大
掃
除
に
始
ま
り
、

餅

つ
き
の
用
意

か
ら
餅
の
贈
答
と
持
参
の
挨
拶
、

そ
の
配

分
す
る
先
々
も
多
い
。

す
べ
て
少
乗
に
は

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。

亀
井
家
で
は
使
用
人
と
書
生
た
ち
で
自

家
消
費
の
餅
を

つ
く
。
こ
れ
に
加
え
て
書

生
の
家
元
か
ら
贈
ら
れ
る
餅
も
多
く
、

い

わ
ば
貰
う
立
場
で
あ
り
、

少
乗
が
手
伝
う

こ
と
も
な
い
。

こ
う
し
た
婚
家
の
実
情
は
少
乗
母
に
は

よ
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
少
栞

に
見
舞
い
の
便
り
と
夫
君
雷
首
に
言
葉
の

こ
と
づ
け
の
ほ
か
に
衣
類
、

雑
品
な
ど
も

再
々
托
す
の
で
あ
る
。

少
乗
は
好
音
亭
住
ま
い
で
あ

っ
て
も
夫

君
の
家
の
手
伝
い
は
欠
か
せ
ず
気
を
抜
く

こ
と
が
な
い
。
こ
の
た
め
少
乗
の
実
家
帰

り
も
勝
手
に
で
き
な
い
。

夫
雷
首
は
亀
井

家
の
医
局
と
亀
井
塾
の
昭
陽
補
佐
と
し
て

亀
井
出
勤
、

そ
の
泊
り
が
多
い
。

こ
れ
に
加
え
て
二

・
三
月
と
九

・
十
月

に
は
生
月
島
益
冨
家
の
主
治
医
を
果
た
さ

ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
常
時
の
服
用
薬
は

亀
井
医
局
で
調
剤
し
て
定
期
発
送
を
欠
か

せ
な
い
。

庄
野
　
直
彦

（直
方
）
“
‥
原
田
　
國
雄

（宗
像
）
⑥

！

森
光
英
子

（久
留
米
）
２

・
西
喜
代
松

（北
九
州
市
）
⑥

！
！

永
井
　
功

（北
九
州
）
３

・
花
田
加
代
子

（遠
資
）
③

一
一

本
村
　
康
雄

（
三
池
）
２

・
中
山
　
重
夫

（唐
津
）
④

！

緒
方
　
益
男

（佐
賀
）
０
・
七
熊
太
郎

（佐
世
保
）
④

七
熊
　
正

（佐
世
保
）
０

・
浦
上
　
　
健

（長
崎
）
②

田
中
　
貞
輝

（愛
媛
）
●

・
小
堀
　
定
泰

（滋
賀
）
③

！

伊
藤
　
　
茂

（神
戸
）
０

・
西
村
　
俊
隆

（東
京
）
⑤

一！

白
水
　
義
晴

（東
京
）
●

・
早
船
　
洋
美

（東
京
）
①

！

翠
川
　
文
子

（埼
玉
）
，

・
石
野
智
恵
子
（東
京
）
こ
②

多
々
羅
幸
男

（
千
葉
）
０

・
江
崎
正
直

（
東
京
）
⑥

！

会
員
ご
氏
名
に
Ｏ
は
、

会
費
ご
継
続
六
年
目
を
い
た

！

だ
い
た
し
る
し
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

（　
）
は
多
年
分
の
ま
と
め
お
払
い
込
み
、

い
は
増
口

数
ご
負
担
を
示
し
ま
す
。

【
法
人
協
賛
会
員
お
よ
び
特
別
協
力
法
人
】

一一

九

　

州
　

電
　
力

　

伸

・
大

野
　
　
茂

（福
岡
）
一

側
　
　
新
　
　
出
　
　
光

・
出

光
　
　
豊

（福
岡
）
！…≡！！‐

出

光

国
（
産

福

岡

支

店

・
山

本

繁

弘

（福
岡
）
≡

側

福

岡

中

央

銀

一何
・
山
本
敬

一
郎

（福
岡
卜
一

雄
嫉

南

川

権
彬

病

院

・
南

川

勝

一二

（福
岡
）
十

日
本
製
粉
欄
福

岡

工
場

・
白

尾

嘉

弘

（福
岡
）

福

岡

県

警

備

業

協

会

・
村

上

五
　
一

（福
岡
）
！

流

　

通
　
土
〈
　
済

　

仰

・
花

田

積

夫

（福
岡
）
■

タ

イ

ム

社

印

刷

伸

・
安

部

博

満

（福
岡
）

佛
　

笠
　
　
　
　
　
　
組

・
笠
　
　
忠

夫

（福
岡
）

博
多
ち
く
わ

。
欄
色
小
嘉

・
松

尾

嘉

助

（福
岡
）

！

権

藤

税

理

事

務

所

・
権

藤

成

文

（福
岡
）
■

協

　
通
　

配
　
送

　

伸

・
平

野

孝

司

（福
岡
）
！

大
　
牟
　
田
　
運
　
送
　
伽

。
本

村

康

雄

（福
岡
）

佛

〓
一
島

設

計

事

務

所

。
三

島

庄

一

（福
岡
▼
■

日
　

西
　
物
　
流

　

伸

。
原
　
　
重

則

（福
岡
▼
〓

西
　
日
　
本
　
急
　
送
　
伸

・
原
　
　
重

則

（福
岡
）
幸

愛

宕

建

設

工

業

伸

・
野

村

六

郎

（福
岡
）
■

東

洋

特

殊

機

工

伽

・
西

尾

敏

明

（福
岡
）
■

中
が

沖
リ ビ ラ
”

ン サ ク

薩
開 ビ送

帥

一
申

時

嚇

帥

一諦
蜘
一
挙

延
　

寿

　
産
　
業

　

働

・
池

田

邦

夫

（福
岡
）
一

九
州
三
菱
ふ
そ
う
自
販
爛

・
宮

崎

慶

一

（福
岡
）
理

０
　
安
　
河
　
内

商
　
店

・
安
河
内
紀
男

（福
岡
▼
姿

木

原

税

理

事

務

所

・
木

原

敬

士
口
（飯
塚
）
■
一

※
新
規
の
御
加
入

（先
号
以
後
、

平
成
八
年

一

月
二
十

一
日
現
在
）
は
、

右
の
地
区
ご
と
に

記
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
御
芳

名
を
御
確
認
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友
の
会
　
　
　
年
間
３
千
円

（館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客

海

裾

残

協
賛
会

（個
人
）
年
間
１
万
円

〃
　

（法
人
）
年
間
３
万
円

一舗雛鵬が難酬瓢集、施設整備等の資一

納
入
方
法
＝
郵
便
振
替

ｏ
ｌ
７
３
０
１
９
１
６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能

古

博

物

館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
盟
顎
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

|| すヽ登|!tl■|ホ圭ま=!||■||“■|や草|と

『
間
秀

亀

井

少

栞

伝

』

詩
、

書
、

画
の
作
品
で
仙
屋
の
次
に
多
い
の
が
同

時
代
の
亀
井
少
乗
。
し
か
も
少
乗
に
は
艶
麗
な
漢

詩
の
恋
歌
ま
で
あ
る
。
こ
れ
が
同
女
の
作
か
否
か
。

こ
れ
に
始
ま
る
探
究
の
書
で
あ
る
。

Ｂ
５
版

・
表
紙
布
装
美
本

限
定
　
一
一、
○
○
○
部

図
録
全
カ
ラ
１
５０
頁

・
本
文
９４
頁

直
売
頒
価

〓
一、
○
○
○
円

（送
料
　
一二

〇
円
）

『
江

河

万

里
流

る
』

九
大
も
と
よ
り
東
洋
諸
国
の
大
学
教
授
は
じ
め
、

中
国
哲
学
専
攻
又
は
愛
好
同
士
に
よ
っ
て
さ
ら
な

る
孔
子
学
の
歴
史
と
精
神
が
集
約
さ
れ
た
寄
稿
三

十

一
名
の
論
文
集
大
成
と
し
て
貴
重
な
文
献
。
ま

た
、

平
易
に
親
し
め
る
儒
学
精
通
書
。

Ｂ
５
版

・
本
文
３２８
頁

限
定
　
一
一、
○
○
○
部

直
売
頒
価

一
一、
五
〇
〇
円

（送
料

一一天
〇
円
）
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少
乗
結
婚
か
ら
翌
々
月
の
二
月
七
日
、

母
い
ち
の
少
栞
を
思
う
、

母
だ
よ
り

一！！！！綾
一一一！！一

ｆ
↑

熔

絵

缶

名

玲

拷
済
警
守
み
ヽ
各‐
！

ｉｆ

Ｔ

後
―

吟争

一ま

せ

―

令

法
，

ヤ４
■
ギ
ｉ
てＡ

やッ
Ａ
Ｖ
そ
！争
≡
～
ｔ

一ぽ
み麟

強

円
ダ
顔
鞠

！
と
言
晨

　

　

！■

母
よ
り

よ
く
こ
そ
御
人
お
よ
せ
成
さ
れ

お
め
て
た
く
存
上
候

い

よ

い

よ

御

機

嫌

よ

く

御
は
ん
た
の
よ
し

め
で
た
く

存
じ
上
げ
候
　
友
之

（少
乗
の
名
）
久
々

と
う
り
う
　
熙
々

（
さ
ぞ
さ
ぞ
）
御
せ
わ

お
ふ
か
た
な
ら
す
と
　
さ

っ
し

候
　
か
ね
て
の
そ
ゝ
う

ぶ
ち
ょ
う
ほ
ふ
も
のま

い

ど
　
致
し
候
わ
ん
と
お
し
は
か
り

申
し
候
　
き
び
し
く
　
御
遣
い

お
き
め
成
さ
る
べ
く
候
　
い
つ
れ

遠
か
ら
ぬ
内
　
御
め
も
し
と

申
し
の
こ
し
候
　
大
そ
う
様

か
へ
り
に
付
　
早
々
申
留
候

か
し
く

七
日
朝

註
１
母

「
い
ち
」
は
少
乗
を
見
舞
い
た
い
が
、

そ
れ
も
気
ま
ま
に
な
ら
な
い
。

右
の
母
だ

よ
り
は
源
吾
宛
で
あ
る
が
、

少
乗

へ
の
切

な
い
気
持
ち
の
う
か
が
わ
せ
る
。

２
末
文
の

「大
そ
う
様
・と

は
、

昭
陽
弟
の

大
壮
の
こ
と
。

本
人
が
帰
る
と
立
ち
か
け

て
い
る
の
で
、
自
分
の
手
紙
を
打
ち
留
め

ま
す
、

の
意
。

品

〃梅

一
輪
づ

つ
の
あ
た
た
か
さ
〃

文
字
通
り
日
増
し
に
感
じ
る
季
節

で
す
。

寒
中
で
も
、

ま
ず
風
が
な
い
こ
と
、

こ
れ
に
雲
間
の
薄
日
で
も
あ
り
ま
す

と
、

お
蔭
さ
ま
で
、

御
入
館
を
お
見

受
け
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
、

土
曜
日
は
中
哲
講
座
の

御
受
講
が
あ
り
、

館
も
ピ
ン
と
張
り

が
出
る
の
で
す
。

土
、
日
と
国
民
祝
祭
の
休
日
に
は
、

理
事
の
南
さ
ん
、

協
賛
会
と
中
哲
講

座
お
世
話
役
の
上
回
さ
ん
が
本
務
の

お
勤
め
休
日
を
、
こ
ち
ら
に
御
加
勢

い
た
だ
き
、
と
く
に
御
入
館
の
皆
さ

ま
に
、

域
内
す
ぐ
に
始
ま
る

（史
跡
）

七
連
房
の
登
り
窯
遺
構
と
そ
の
製
品

残
片
と
窯
道
具
、

次
で
孔
子
聖
堂
を

経
て
、

本
館
の
展
示
品
に
つ
い
て
説

明
を
熱
心
に
御
協
力
を
得
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、

皆
様
か
ら
お
電
話
や
お

手
紙
で

「親
切
な
御
案
内
と
説
明
を

い
た
だ
き
、

縁
遠
い
昔
の
学
問
、
ま

た
い
ま
ど
き
難
解
な
書
と
字
の
内
容

ま
で
気
持
ち
に
と
ま
り
、

帰
り
の
船

と
車
の
中
で
記
憶
を
く
り
か
え
し
ま

し
た
」
な
ど
、

感
謝
を
頂
戴
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
館
長
共
々
職
員
も
こ
う
し

た
新
し
い
刺
激
と
感
謝
を
受
け
、
と

か
く

マ
ン
ネ
リ
に
な
り
勝
ち
な
気
持

ち
に
姿
勢
を
正
さ
れ
る
の
で
す
。

い
ま
、
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
言
葉
を

よ
く
見
聞
き
し
ま
す
が
、

館
は
館
長

（兼
学
芸
口母

以
下
女
子
職
員
二
名

つ
ま
り
常
勤
三
名
に
パ
ー
ト
さ
ん
二

名
で
小
館
な
が
ら
広

い
境
内
を
守

り
、　

一
生
懸
命
や

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
前
記
の
よ
う
な
御
加
勢
や
、

友
の
会
は
じ
め
熱
心
な
方
々
に
特
別

催
事
に
は
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

印
刷
　
タ
イ
ム
社
印
刷
株
式
会
社


